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 2023年(令和 5年)度事業報告書(案) 
                  

ＮＰＯ法人環境情報ステーションｐｉｃｏ 
 

Ⅰ 事業期間 

2023年 1月 1日～2023年 12月 31日 

 

Ⅱ 事業の成果 
前年度に続いて「ほぼエコ Café & Gallery NAZ（以下、NAZ）」を軸とした活動を展開していま

す。循環型社会を推進すべく実施している“チャリティーショップ”は、より関西大学のボラン

ティアサークル KUMC（以下、KUMC）との提携も強化しています。環境側面でも、多世代交流とし

ても、良い循環を続けています。 

昨年の報告では「興味の薄い層への展開」と申し上げたように、チャリティーショップでは、

学生の関与がより進みました。 

特筆する点は、学童保育への展開です。KUMCメンバーである学生からの提案により、吹田市内

の学童向けに環境学習イベントを実施しています。当法人としては、監修を中心とした共催レベ

ルの関わり方でしたが、地元小学校で実施という点で、意義がありました。 

いっぽうで、年初計画の通り、NAZ以外への展開は控えた状態でした。複数の理事における健

康状態を配慮した面もありましたが、理事会の開催も減り、法人機能としての在り方を再考する

時期にきています。諸般の事情に応じて、負担が少ない事業に絞った一年でした（近藤） 

                                       
2023 年度会員数 正会員 14 名(前年 15 名)／準会員 5 名(前年 6 名)／パートナー会員 2 社(前年 2 社) 

 

Ⅲ 事業の実施に関する事項 
１ 特定非営利活動に係る事業 

（１）環境保全に有益な情報を集約して提供するための書籍等出版事業 

◇既発行書籍の販売 

本年度の実績はありません。 

 

（２）環境保全最前線を学ぶセミナー等開催事業 

◇学童への体験的勉強会の開催 

【内  容】KUMC 学生からの提案による、学童保育施設での環境学習会。当団体としては吹田市およ

び受託会社であるパソナフォスター社との交渉を支援するとともに、学習の実施時には環境影響に

つながる解説と運営を担当した。新聞紙の長さを競うゲームから、環境クイズ、新聞紙細工とすす

み、最後はゴールを新聞紙の箱を見立てたうえでペットボトルの蓋を使ったサッカーゲームを実施

した。 

【実施日時】2023 年 12 月 22 日 

【実施場所】吹田市立千里新田小学校・図工室 

【参加対象】同校付属の放課後スクエアに通う小学 4 年生 14 名 

【従事者数】1 名（近藤）、企画・進行は KUMC 学生が務めたほか、パソナフォスター社各位のご支援 

【収  入】0 円 

【支  出】0 円 文房具類は NAZ 常備の物を使用し、ペットボトルの蓋や新聞紙は上述の通り、学童

自身による持ち寄りで済ませた。本来、チャリティーショップの収益から流用する予定だった交通

費は不要となった。実施場所が NAZ および関西大学から徒歩圏内であったことによる。 

【特記事項】当初の交渉は吹田市地域教育部へは当法人と KUMC の連名だったが、企画の主導は KUMC

学生に委ねた。 
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◇環境セミナー等の開催 
本年度は開催しませんでした。 

 

◇ＮＡＺサロンの開催 
本年度は開催しませんでした。 

 

(３) 環境情報提供事業 

◇ホームページ並びに SNS等による環境情報の提供 

【内  容】二つのホームページ“法人 HP（以下、環境 pico）”＜https://pico-jp.net＞および、

“NAZ”＜https://pico-naz.com＞、各種 SNS により、環境イベント情報等の提供を行った。 

【実施日時】以下、定常作業としての情報更新に要した時間を挙げる 

ホームページ 環境 pico：月に 0.5 回程度、“NAZ”：月 2～3 回程度 

SNS Instagram：月 2～3回程度、LINE および facebook：半年に 1 回程度（Instagram の一部および

X は KUMC メンバーである学生が担当） 

【従事者数】 2 名（近藤、大林） 

【従事のべ時間】 約 5 時間/月（定常作業のみの平均値） 

【事業の対象者】ホームページにアクセスした方々など 

【収  入】    0 円 
【支  出】120,000 円（近藤への作業費。一定時間の障害対応および臨時作業を含む） 

 

◇ほぼエコ Café＆Gallery NAZ（ナーズ）の運営 

【内   容】“エコであること”が日常的になることを目指し、環境に関する情報を、様々な角度から

発信し続けるための場として、環境の図書やチラシ/環境団体情報などを展示・配架、エコ商品の販

売など Café 利用者を中心に行っている。当法人の従たる事務所でもある 

【実施日時】カフェとして：営業時間 11：00～17：00 日曜日、水曜日、祝祭日を定休日とする 
定休日および臨時休業日を差し引いた年間営業日数 196 日 

【従事者数】 4 名（阪本、池田、山口、大林） 

【従事のべ時間】 担当スタッフミーティングを 2～3 回／年 開催 

2,472 時間（およそ 204 日×6 時間×2 名 ＋ 3 日×2 時間×4 名） 

【事業の対象者】 環境などの社会的活動をしている方、学生、一般の方 

【収  入】402,000 円（グリーンコンシューマー大阪ネットワーク、くるくる飾紐、NAZ の協力金） 

【支  出】374,053 円（光熱費、Wifi 利用料等） 

【そ の 他】リフィルおおさかの給水スポットに協力 

 

 (４) エコ商品普及促進事業 

◇チャリティーショップの開催 
【内  容】昨年度に引き続き、循環型社会の実現を目的にチャリティーショップを開催した。特筆

がない限り、いずれの段階においても KUMC 学生メンバーが関与し多くの場面で主体的に活動した。 

【実施場所】ほぼエコ Café ＆ Gallery NAZ（ナーズ） 

【実施日時】 

チャリティーショップ（春夏） 

準備 5 月 7 日～7 月 6 日（寄付受付は 6 月 30 日～7 月 2 日）※1 

開催日 7 月 7 日～8 日、片付け 7 月 7 日～11 日 

チャリティーショップ（秋冬） 

準備 8 月 27 日～12 月 13日（寄付受付けは 12 月 8～10 日に限定） 

開催日 12 月 14 日～16 日、片付け 12 月 14 日～16 日、最終会議は翌年度 

【主担当者】近藤、西内※1、KUMC メンバーのうち 2 名、大林 （ほか、阪本・池田・山口が、NAZ 従

事を通じて支援） 

【従事者数】（春夏）32 名 のべ 101 名※2※3 

（秋冬）24 名 のべ 76 名※2※3 

【収  入】（春夏）23,600 円（メルカリ販売や別日売却は行わなかった） 

（秋冬）12,550 円（同上） 

【支  出】（春夏）17,820 円（チラシ印刷費 9,650円、交通費 7,950 円） 
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（秋冬）11,030 円（チラシ印刷費 7,650 円、交通費 3,380 円） 

【ご 協 力】関西大学ボランティアサークル KUMC（従事者の大多数、運営・企画にも参加）チャリテ

ィショップ KANAU（什器貸出、残余品のお引き取り＝再寄付の受け皿として） 

 
※1 西内氏は前年度から引き続き当法人のスタッフとして参画。 

※2 従事者数の対象には、NAZ の従業者を含まない。 

※3 のべ従事者数の計算には、会議時間を含まない。 

 

◇太陽光発電システムによる電気エネルギーの販売 

【内  容】設置した太陽光発電システム「てるてる発電所」（出力・約 1kW）によって発電した電力

をみんな電力に販売した。 

発電量 1260kWh 売電量 675kWh（昨年:発電量 1230kWh 売電量 670kWh） 

【実施場所】 本法人事務所 

【実施日時】 随時 

【従事者数】 1 名（大林） 

【従事のべ時間】 3 時間 

【収  入】  5,544 円 

【支  出】       0 円（補修等の必要は見られなかった） 

 

◇ケナフ製品/書籍の販売 

【内  容】NAZ にて、環境の啓蒙・啓発の一環として、非木材紙／ケナフのレポート用紙・封筒・名

刺用用紙を展示・販売。また洗濯をテーマにした書籍の販売をした。 

【実施場所】NAZ（吹田市・pico 従たる事務所） 

【実施日時】NAZ 営業日 

【従事者数】 1 名（山口） 

【従事のべ時間】 随時 

【対象者と人数】 約 3 名程度（興味のありそうな来店者） 

【収  入】       0 円 

【支  出】      0 円 

 

（５）環境に関する活動及び広報支援 

◇「アジェンダ 21すいた」活動 
【内  容】“アジェンダ 21すいた”の「エネルギー部会」「資源部会」に NAZとして参加し、随時活

動を行っている。各々の部会の会合は毎月 1 回程度 

【実施場所】吹田市役所、メイシアター、NAZ、オンライン 等 

【実施日時】2/4(吹田市環境教育フェスタ)、5/20（ヘチマ栽培講座）、6/18（マイボトルウォーク）、

9/27、10/11、10/23（以上、大阪市柴島浄水場見学会） 

【従事者数】 1 名（山口） 

【従事のべ時間】 随時 

【収  入】       0 円 

【支  出】      0 円 

 

◇「おおさか環境ネットワーク」活動 
【内  容】大阪市環境局が主管する“おおさか環境ネットワーク”に参加している。会合は月 1 回

程度だが、本年度において当団体から関与した活動はない。 

【従事者数】 １名（近藤） 

 

２ その他の事業 

本年度は特になし 
 

３ 特記事項 
・引き続き、循環型社会の実現(きもののアップサイクル等)を目的とした「くるくる笑ミッション」

＋「飾紐(りぼん)」（NPO 法人グリーンコンシューマー大阪ネットワークと共同）への協力。 
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・NAZ（貸しスペース）を活用した催し：関大前マルシェ（引き続き、隔月定期開催） 

 

Ⅳ 社員総会の開催状況 
【第 17 回定例総会】 
開催日時：2023 年 3 月 11日（土）10:30～11:32 
開催場所：pico 吹田事務所(NAZ) & Zoom オンライン会議 

社員総数：21 名（うち正会員 14 名） 

出席者数：正会員 11名（うち委任状出席 3名） 

内  容：第 1 号議案 2022 年度事業報告の件  可決 

第 2 号議案 2022 年度会計報告の件  可決 

第 3 号議案 2023 年度事業計画の件  可決 

第 4 号議案 2023 年度予算案の件  可決 

第 5 号議案 役員選出の件 

・現理事・監事 6 名全員の再任を全員承認した。代表・副代表についても理事会の選任とすることを

承認した。 

 

Ⅴ 定例理事会の開催状況 
【第 1 回理事会】 

日時：2023 年 1 月 5 日（水）20:00～22:00  

場所：pico 吹田事務所(NAZ) & Zoom オンライン会議 

第 1 号議案 2022 年度の報告内容について（池田理事、近藤理事より） 

書式は、前年度ベースのものを踏襲。各項目への事項記載の要否を審議。Ⅱ（２）環境保全最前線

を学ぶセミナー等開催事業について、開催実績が無かったことを確認。Ⅱ（５）“アジェンタ 21 す

いた“および”おおさか環境ネットワーク“は、関係は続くも、会合や催しへの参加は減っている

ことを記載。特記事項に岡本理事の羊毛について記載へ。 

その他の記載事項は、前年度同様の記載を継続。近藤理事が、池田理事が把握する実績と照らし合

わせて作成し、次回理事会の確認を受ける。 

第 2 号議案 総会の開催について 

3 月 4 日(土)10:30～11:30に開催と決定。NAZ と zoomによるオンライン参加を併用する予定。 

第 3 号議案 当年度事業計画について 

前年度の事業計画書と報告実績書をもとに、必要最小限ベースの物とすることで合意。 

 


